










































名目 GDP シェア 実質 GDP成長率
１９９８年 （％） １９９８ １９９９
アメリカ ８，２３０ ２９．２ ４．４ ４．２
日本 ３，７８３ １３．４ －２．５ ０．２
EU ８，３３７ ２９．５ ２．７ ２．４
ドイツ ２，１３４ ７．６ ２．１ １．６
フランス １，４２７ ５．１ ３．２ ２．９
イギリス １，３５７ ４．８ ２．６ ２．２
アジア NIEs ８２９ ３．０ －２．３ ７．８
ASEAN ３７９ １．３ －９．３ ２．６
中国 ９５９ ３．４ ７．８ ７．１






















































航路別 １９９８ １９９９ ２０００ ２００１
東アジア／北米 ９，２７６ １０，２１３ １１，５９１ １１，９７２
アジア域内 ５，８７３ ６，６６５ ５，４０８ ７，６３２
東アジア／欧州 ６，５４２ ７，３９７ ７，４４４ ７，５４８
欧州域内 ― ― ４，６２０ ４，６４０
北米／欧州 ３，５４５ ４，０９３ ４，３７９ ３，９１４

















































とHapag-Lloyd, NOL, P&Oの４社による Grand Allianceが成立し，川崎
汽船も Yangmingとのあいだで協調配船を進めた。ところが９７年になると
P&Oと Nedlloydが合併し，さらにシンガポール船社の NOLが APLを合
併したため，アライアンスのねじれが生じることになった。NOLは APL
の航権をひきついで TGAへの参加を表明し，NOLとの競争的関係にあっ
た OOCLとMISKは TGAを脱退して Grand Allianceに参加することにな
り，さらに P&ONも Grand Allianceへの参加を表明した。このため TGA
は再編を余儀なくされ，商船三井と APL（NOL）に韓国の現代商船を加え






成する The New World Alliance（TNWA）と，NYK, P&ON, OOCL,


























































































































プ，P&ONは３５万 TEU，台湾の Evergreenが３２万 TEUと続いている（表
３）。日本の３社とも１９９７年当時よりは若干順位が低下しており，日本船社
表３ 世界のコンテナ船運航船腹量上位２０社（２００１年１月）
順位 社名 国籍 TEU
１ Maersk-Sealand デンマーク ５９６，４４２
２ P&ON 英／オランダ ３４５，０５５
３ Evergreen 台湾 ３２４，８７４
４ 韓進／DSRセネター 韓国／ドイツ ２８１，７８１
５ MSC スイス ２２９，６２９
６ NOL（APL） シンガポール ２０９，２４５
７ COSCO 中国 ２００，６５９
８ CP-ships 英 １７１，０３５
９ 日本郵船 日本 １５８，２３０
１０ CMA-CGM/ANL 仏／豪州 １４１，７７０
１１ 商船三井 日本 １４１，７３１
１２ OOCL 香港 １３８，９４９
１３ 川崎汽船 日本 １３５，１２０
１４ Zim イスラエル １２４，４２５
１５ Hapag-Lloyd ドイツ １１９，０２８
１６ 現代商船 韓国 １１６，４７２
１７ CSAV チリ １０９，５８０
１８ 陽明海運 台湾 １０９，０５８
１９ China Shipping 中国 １００，８８８






















































地 域 統 括 会 社 略 称 設 立
 ５極体制
欧州 Mitsui O.S.K Lines（Europe） MOREP １９９０．０５
北米 Mitsui O.S.K. Lines（America） MOLAM １９９７．０１
アジア Mitsui O.S.K. Lines（Asia） MOL ASIA １９９５．０４
豪州 Mitsui O.S.K. Lines（Australia） MOLAU １９９５．０３
南米 Mitsui O.S.K. Lines America do Sul MOLAS １９９６．０８
３極体制
欧州 Mitsui O.S.K Lines（Europe） MOREP ２０００．０８
北米 Mitsui O.S.K. Lines（America） MOLAM ２０００．０８















































１９９８ １９９９ ２０００ ２００１
コンテナ荷動量（１，０００TEU）
東航 ５，９３８ ６，７１０ １１，５９１ ７，９７０
西航 ３，３３８ ３，６１０ ３，９５０ ４，２３０
ループ数
全船社 ３９ ４９ ５６ ５４
６アライアンス ３７ ４０ ４２ ４２
TNWA ９ ９ ９
（対全社シェア） ２３ １８．４ １６．７
投入隻数
全船社 ３０１ ３６０ ３９８ ４００
６アライアンス ２８３ ２９６ ３１４ ３１４
TNWA ５２ ５２ ５４
（対全社シェア） １７．３ １４．４ １３．５
平均船型（TEU）
全船社 ３，５６７ ３，４５０ ３，４６２ ３，７９８
６アライアンス ３，５８３ ３，７４３ ３，７７１ ４，０３２















































１９９８ １９９９ ２０００ ２００１
コンテナ荷動量（１，０００TEU）
アジア／欧州 ３，１５０ ３，１７０ ３，５５０ ３，５４０
欧州／アジア １，７８０ ２，１７０ ２，４００ ２，４５０
ループ数
全船社 ３１ ２６ ３５
６アライアンス ２７ ２２ ２９
TNWA ４ ３ ５
（対全社シェア） １２．９ １１．５ １４．３
投入隻数
全船社 ２８９ ２３６ ３３９ ３３８
６アライアンス ２６７ １９５ ２７１ ２７１
TNWA ３２ ２４ ３２ ４０
（対全社シェア） １１．１ １０．２ ９．４ １１．８
平均船型（TEU）
全船社 ３，４８８ ３，８８９ ４，０２５
６アライアンス ３，８０７ ４，０８９ ４，５４２










































































（注６）Containerisation International, January, 1996.
（注７）Gardiner, P., The Liner Market 1997/98. New Alliances and the
New Era, 1997.
（注８）Mitsui O. S. K. Lines, Sailing Schedule of Liner Vessels, Feb.,
1998.
（注９）日本船主協会，『海運統計要覧』，２００２年版。
（注１０）国土交通省海事局，『海事レポート』，平成１３年版。
（注１１）「特集定航五極体制の完成」，『うなばら』，１９９９年３月号。
（注１２）２００１年８月定航業務室ヒアリング。
（注１３）特集「VLCの経営戦略」，『うなばら』，２００１年８月号。
（注１４）『定航海運の現状』，２０００／２００１年版。
（注１５）『うなばら』，２０００年５月号，２０００年８月号。
（注１６）『うなばら』，２００１年４月号。
（注１７）『うなばら』，２００１年５月号，および２００１年８月定航部業務室ヒアリ
ング。
（注１８）『うなばら』，２００２年７月号。
（注１９）『定航海運の現状』，２００１／２００２年版。
－ 65 －
（注２０）『海事レポート』，平成１４年版。
（注２１）『うなばら』，２００１年５月。
（注２２）『日本海事新聞』，２００２年２月４日。
（注２３）『定航海運の現況』，２０００／２００１年版。
（注２４）『うなばら』，１９９９年１２月号。
（注２５）『うなばら』，１９９９年１０月号，２０００年６月号。
（注２６）『うなばら』，２０００年１１月。
（注２７）『うなばら』，２００１年４月。
（注２８）「海運会社の総合物流戦略」，『海事産業研究所報』，No.４１３。
（注２９）２００２年７月ヒアリング調査。
（注３０）英国ホンダは２００２年８月，英国トヨタは２００２年７月のヒアリング調
査。
－ 66 －
